
拡大縮小スパイラル 2013/5/29 

（設備投資を推進因とする）需要の拡大／縮小スパイラルのモデル Ver.3

※Dは需要の略記 ※BEPは損益分岐点 ※§には中止や延期もある

4 資金（自己＋融資） 信用／銀行／金融

3 設備投資競争

2 需要予測 最小生産規模≦生産能力（物量）
需要増加率 BEP≦稼働率≦100％
収益性／予想利潤率 最小必要投資額以上 フル稼働∝利潤最大

1 生産量÷生産能力 ＝§＝＞ 設備投資（金額） ＝＝＞ 生産設備 ＝＝＞ 生産能力の段階的増減

＝稼働率→100％ 工期（懐妊期間） （製造設備、販売設備、輸送設備）
[固定資本]

土木建設D
業務用機械類D
設備用資材D

原材料（＋燃料）D

稼働率 業務用サービスD
BEP≦生産量÷生産能力≦100％

消費財D

雇用量 →　失業（率）
賃金

生産設備＝（業務用）機械類＋送配電設備（動力機械類）＋建物＋基盤設備
製造設備＝製造機械＋輸送機械＋情報機械＋建物＋道路・軌条・港湾＋etc
販売設備＝情報機械＋冷凍冷蔵機器＋輸送機械＋倉庫＋etc
輸送設備＝輸送機械＋加工機械＋情報機械＋建物（倉庫）＋軌条＋etc

生産設備の 
多産業林立状態 

過剰設備の 

意図的廃棄 
or 倒産型廃棄 

過剰設備の 
多産業林立状態 

需要の縮小 


